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3	壁面に取付ベースを固定する
付属の壁面取付用ネジ 2本で取付ベースを壁面にしっかりと
固定します。下図のように任意の対角で取り付けます。（目印
に壁面取付用ネジの先端を当てて、ねじ込んでください。）

重要 •	本体が落下しないように壁面取付用ネジで取付
ベースをしっかりと取り付けてください。
•	作業するときは、取付ベースに水などがかからな
いように注意してください。

コンクリート面に設置する場合、あらかじめ設置場所にφ
6.4mm 程度の穴を開け、付属のコンクリートアンカーを打ち
込んでから、壁面取付用ネジで固定してください。

壁面取付用ネジ

コンクリート
アンカー

取付ベース壁面

こちら側でも取り
付けは可能です

こちら側でも取り
付けは可能です

4	接続プラグを本体に差し込む

本体
接続プラグ

保護キャップをはずして
接続プラグを差し込みます
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5	取付ベースに本体を取り付ける
取付ベースのガイドに沿って本体を着脱レバーがカチッと音
がするまでスライドさせて固定します。

カチッ

本体壁面 壁面

取付ベース
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	●ソーラーパネルを取り付ける
付属の壁面取付用ネジ 2本で取付ベースを壁面にしっかりと
固定します。下図のように任意の対角で取り付けます。（目印
に壁面取付用ネジの先端を当てて、ねじ込んでください。）

重要 •	ソーラーパネルは接続コード (5m) が届く範囲で
設置してください。

コンクリート面に設置する場合、あらかじめ設置場所にφ
6.4mm 程度の穴を開け、付属のコンクリートアンカーを打ち
込んでから、壁面取付用ネジで固定してください。

コンクリート
アンカー

壁面 壁面取付用ネジ
こちら側でも
取り付けは可能です
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マストまたは柱に取り付ける場合
[マスト取付用 L字金具およびクランプ ]を使用

1	本体とマスト取付用クランプ シルバーにシリコンパッド
をしっかり奥まではめ込む　　　　　　　　　　　　

クランプ用シリコンパッド
（付属品）

本体用シリコンパッド
（付属品）

マスト取付用クランプ
シルバー（付属品）

本体

2	接続プラグを本体に差し込む

本体
接続プラグ

保護キャップをはずして
接続プラグを差し込みます
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3	本体とマスト取付用 L字金具を組み立てる
①�マスト取付用 L字金具のネジ山側の先端からマスト取付用ク
ランプを下図の向きに挿入する。
②同じ場所から蝶ナットが落下しない程度に締め付ける。
③保護キャップを先端に取り付ける。
④�マスト取付用 L字金具の反対側の先端を本体の固定用穴の凹
凸形状に合わせて反対側の固定用穴から突き出るまで挿入
する。
⑤本体に挿入したマスト取付用 L字金具は 90°倒す。

※凹凸の形状を
　合わせる

奥まで差込み
倒すこと

①

②

④

90°

③

⑤

蝶ナット（付属品）

保護キャップ（付属品）

マスト取付用クランプ
シルバー（付属品）

マスト取付用L字金具（付属品）

重要

4	ソーラーパネルとマスト取付用クランプ 黒にシリコン
パッドをしっかり奥まではめ込む　　　　　　　　

ソーラーパネル用シリコンパッド
（付属品）

ソーラーパネル

クランプ用シリコンパッド
（付属品）

マスト取付用クランプ
黒（付属品）
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5	ソーラーパネルとマスト取付用 L字金具を組み立てる
①�マスト取付用 L字金具のネジ山側の先端からマスト取付用ク
ランプを下図の向きに挿入する。
②同じ場所から蝶ナットが落下しない程度に締め付ける。
③保護キャップを先端に取り付ける。
④�マスト取付用 L字金具の反対側の先端をソーラーパ
ネルの固定用穴の凹凸形状に合わせて反対側の固定
用穴から突き出るまで挿入する。　　　　　　　　 

※凹凸の形状に合わせ、マストや
　柱のサイズに適したところまで
　差し込む

蝶ナット（付属品）
保護キャップ（付属品）

マスト取付用クランプ
黒（付属品）

マスト取付用L字金具（付属品）

①

③

②

④

6	マストまたは柱に取り付ける
本体およびソーラーパネルとマスト取付用クランプでマスト
または柱を挟み、シリコンパッドが接触するように取り付け、
落下しないように蝶ナットをしっかり締め付けます。
（下記の手順は、本体の取り付けを記載していますが、ソーラー
パネルの取付方法も同じです。）

※�直径 30～ 85mmのマスト、または幅 100mm以上 /
厚さ 15～ 100mmの柱に取り付けることができます。

厚さ15～100mm

幅
100mm
以上

〈柱の場合〉

直径30～85mm

凹み部分がマストに
収まるように取り付ける

〈マストの場合〉
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[ステンレスバンド ]を使用
L字金具を使用できない場合は、市販のステンレスバンド（10mm
幅）を使用します。
（下記の手順は、本体の取り付けを記載していますが、ソーラー
パネルの取付方法も同じです。）

1	本体およびソーラーパネルにシリコンパッドをしっかり奥までは
め込む （詳細は➡ 27ページ、28ページ）

2	本体およびソーラーパネルの固定用穴にステンレスバ
ンドを通す

3	マストまたは柱に取り付ける
ステンレスバンドをマストまたは柱に巻き付け、シリコンパッ
ドが接触するように取り付け、落下しないようにしっかり締
め付けます。

ステンレス
バンド

（市販品）

（背面）

マストの場合

直径 85mm以上 幅・厚さ
100mm以上

マストの場合 柱の場合
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横向きのマストまたは柱に取り付ける
柱に取り付ける場合
➡マスト取付用 L字金具を使
用してください。（ご注意：
金具を上から通して使用して
ください。）�

手すりまたはベランダに取り
付ける場合
➡ステンレスバンドを使用し
てください。

重要 右図のようにマスト取付
用 L字金具を下から挿して　
使用しないでください。
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機能の設定
点灯開始照度（明るさ感度）の調整

点灯開始照度とは、センサーが検知を開始する明るさの感度（周
囲の明るさのレベル）です。調整できる点灯開始照度の範囲は、
日没後または日の出前の暗さ～昼の明るさです。ご使用の環境に
応じて、お好みの明るさで点灯するように調整してください。
LUXツマミを使用して点灯開始照度を調整します。
暗いときに点灯させる ツマミを「  」側に回す
明るいときに点灯させる ツマミを「 」側に回す
（初期設定：ツマミを「 」へいっぱいに回
した位置）
「  」側のときは、周囲が暗くなってから点灯し
ます。昼間などの明るい時間帯は点灯しません。
「 」側のときは、周囲が明るくてもセンサー
が人を検知すると点灯します。「 」の位置
に設定した場合は、昼間など明るい時間帯
でも点灯します。

フラッシングモードの設定
フラッシングとは、LEDライトが消灯した状態でセンサーが人や
動くものを検知すると、最初に LEDライトが点滅（約５秒）する機
能です。
FLASHツマミを使用してフラッシングを設定します。
フラッシングをしない ツマミを「OFF」の位置に合わせる
フラッシングをする ツマミを「ON」の位置に合わせる
（初期設定：ツマミが「ON」の位置）
検知エリア内で人が動き続けて消灯前に
再検知した場合は、連続点灯する時間が延
長されます。

動作／設定
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点灯時間の設定
点灯時間とは、LEDライトが点灯してから消灯するまでの時間で
す。設定できる点灯時間は、OFF、5秒、10秒です。
TIMEツマミを使用して点灯時間を設定します。
消灯 OFFに切り換える
点灯時間を短くする（約 5秒） ツマミを 5秒に切り換える
点灯時間を長くする（約 10秒） ツマミを10秒に切り換える
（初期設定：OFF）
おおよその設定です。検知エリア内で人が
動き続けると、センサーが再検知して点灯
時間は延長されます。
※満充電時の点灯回数の目安
 　5秒点灯 ：約1000回
　10秒点灯：約500回

検知範囲の調整
センサー部の向きを調整することで検知エリアが変わります。
検知範囲とは、センサーが検知を開始する範囲です。動体（人や
動物）を検知させたいエリア内をカバーできるよう、検知エリア
を調整します。ご使用の環境に応じて、調整してください。

重要 使用環境の温度によっては、センサーの検知範囲が下記
のイラスト「センサー検知範囲」よりも極端に狭くなるこ
とがあります。一度、検知範囲を調整しても、使用環境
の温度（時間、季節など）が変化したときは、センサーの
検知範囲も変化することがあります。

センサー部の向きを変えて調整します。
検知エリアを
狭くする センサー部を下向き

検知エリアを
広くする センサー部を上向き

上向き 下向き
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重要 検知エリアの距離は調整できますが、
検知幅は調整できません。

検知エリア検知エリア

横から見た図

約3m
約8m

約2.5m

センサー部を一番下に
向けたとき

センサー検知範囲
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動作テスト
1	接続プラグを本体に接続し初期充電を行う
①�初期充電を行う前にTIMEツマミをOFFに切り換えてください。
②初期充電完了後にTIMEツマミを5秒に切り換えてください。　　
　ツマミを下図の設定にします。

2	動作テストを行う
検知エリア内を歩いてライトが点灯することを確認します。
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故障と判断する前に
故障と判断する前に、次の点を確認してください。
気温や天候などの気象条件の変化により、センサーがまれに誤動
作することがありますが、故障ではありません。
時間をおいて再度確認してください。

症状 確認内容 対処方法

人がいるのに
点 灯 し な い

（急に点灯し
なくなった）

充電時間が不足して
いる

TIMEツマミをOFFの位
置にして充電（晴天時に
2日以上）を行ってくださ
い。

点灯時間が OFFに
なっている

TIMEツマミを5秒また
は10秒の位置にしてく
ださい。

人が検知エリアに
入っていない

センサー部の調整（➡
33 ページ）、取付場所の
変更（➡ 20 ページ）をし
てください。

人が動いていない

検知エリア内に人がい
ても、人が動かないと
点灯しないことがあり
ます。

人が正面から近づい
ている

センサーに対して人が
正面から近づくと、検
知しにくくなります。
できるだけ検知エリア
を横切るように取り付
けてください。

その他
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症状 確認内容 対処方法

人がいるのに
点 灯 し な い

（急に点灯し
なくなった）

寒いときや雨が降っ
ているときで、人が
マフラーや傘などで
覆われている

センサーは人の動きに
よる温度変化を検知す
るため、温度変化が小
さい場合は検知しない
ことがあります。セン
サー部の調整（➡ 33 
ページ）、取付場所の変
更（➡ 20  ページ）をし
てください。

夏季など周囲の温度
と人の表面温度との
差が少ない
人が非常にゆっくり
とした速度で検知エ
リアに進入している

検知エリアが遮られ
ている

センサーの前にガラス
や壁などの遮へい物が
あると人を検知できま
せん。センサー部の調
整（➡ 33 ページ）、取付
場所の変更（➡ 20 ペー
ジ）をしてください。

周囲が明るい（夜でも
周囲に街路灯などの
照明器具がある）

点灯開始照度を調整し
てください。
（➡32 ページ）

人がいるのに
消灯する

人が動いていない
検知エリア内に人がいて
も、人が動かないと点灯
しないことがあります。

点灯時間が短い
点灯時間を変更してく
ださい。
（➡33 ページ）

人が検知エリアに入っ
ていない

検知範囲の調整（➡ 33 
ページ）、取付場所の変
更（➡ 20 ページ）をして
ください。
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症状 確認内容 対処方法

人がいないの
に消灯しない

（点灯したま
まになる）

何らかの物体をセン
サーが検知し続けて
いるため、点灯時間
が延長されている

センサー部の調整（➡
33 ページ）、取付場所
の変更（➡ 20 ページ）を
してください。

人がいないの
に点灯する

検知エリア内に木や
旗、通行する車両な
どの動くものがある

検知エリア内に動くも
のがあると、検知して
点灯することがありま
す。（検知エリア内に
犬や猫などが入っても
点灯することがありま
す。）動くものを取り除
くか、センサー部の調
整（➡ 33 ページ）、取付
場所の変更（➡ 20 ペー
ジ）をしてください。

検知エリア内に熱源や
風を出すものがある

検知エリア内や本体付
近に熱源や風を出すも
の（エアコンの室外機、
換気扇など）があると
点灯することがありま
す。障害物を取り除く
か、センサー部の調整
（➡ 33 ページ）、取付場
所の変更（➡ 20 ページ）
をしてください。
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症状 確認内容 対処方法

人がいないの
に点灯する

検知エリアの延長線
上に動くものがある

熱源となる大きなもの
（車など）が検知エリア
の延長線上を通過する
と、検知することがあ
ります。周囲の温度に
よって検知距離が変わ
ることがあります。セ
ンサー部の調整（➡ 33 
ページ）、取付場所の変
更（➡ 20 ページ）をして
ください。

風や車両の通行で、
本製品を取り付けて
いる柱などが振動し
ている

振動の影響を受けない
ものに取り付けてくだ
さい。

昼間なのに点
灯する

点灯開始照度が「 」
側に設定されている

LUXツマミを「  」側に
設定してください。
（➡32ページ）

人がいるのに
点灯しない

センサー部に汚れが
付着している

汚れを拭き取ってくだ
さい。（➡15 ページ）

設置後にソーラーパ
ネルの向きが変わっ
ている

ソーラーパネルに太陽光が
当たるように向きを調整し
てください。（➡ 19 ペー
ジ）
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症状 確認内容 対処方法

LEDライトが
点灯したり、
消灯したりを
繰り返す

本製品の照射方向に
光を反射するものが
ある

反射した光をセンサー
が検知して誤動作する
ことがあります。光を
反射するものを取り除
くか、取付場所を変更
してください。

内蔵充電池の残量が
不足している

TIMEツマミをOFFの位
置にして充電（晴天時に
2日以上）を行ってくだ
さい。

点灯してもす
ぐに消灯する

点灯時間が最小に設
定されている

点灯時間を変更をして
ください。（➡ 33 ペー
ジ）

内蔵充電池残量が少
ない

充電してください。「初
期充電方法」（➡ 16 
ページ）
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仕様
本体部
品名 LEDセンサーライト（1灯型）【ソーラー電池式】
型番 DSLD05SD1(S)
全光束 500lm
色温度 5000K (昼白色）
照射調節
角度

左方向 180°/右方向 150°
上方向 45°/下方向 75°

検知方式 パッシブインフラレッド（PIR）方式

検知エリア 水平 180°・距離 8mまで
（高さ 2.5mに設置時目安）

点灯開始
照度

夜～昼
（LUXツマミにより連続可変）

点灯モード フラッシングモード：ON/OFF
(FLASHツマミにより切換）

点灯時間 OFF/5秒 /10秒
（TIMEツマミにより切換）

状態表示灯
電池残量少：5 秒に 1 回点滅
充電時：低速点滅
検知時：高速点滅

動作電源 リチウムイオン電池
3.2V1500mAh（電池交換不可）

使用温度範囲 -20～ +50℃（結露なきこと）
(充電温度 0～ +45℃ )

保護等級 IP65（防噴流型）
取付高さ 1.8m～ 2.5m
外形寸法
（H×W×D） 180mm× 111mm× 120mm

質量 400g
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ソーラーパネル部
調整角度 垂直方向 108°/回転 360°
出力 5.5V　1W
使用温度範囲 -20～+50℃（結露なきこと）
保護等級 IP65（防噴流型）
接続コード 5m
外形寸法
（H×W×D） 155mm×81mm×60mm

質量
（接続コード
含む）

180g

※ �LEDの交換はできません。LEDが損傷したり、寿命（約 40,000
時間）により暗くなった場合は本体ごと交換してください。個々
の LEDにより明るさや色味が異なる場合があります。

※�仕様は改良により予告なく変更させていただくことがあります
ので、ご了承ください。



43

は
じ
め
に

設
置

動
作
／
設
定

そ
の
他

外形寸法図

本製品を処分するときは、地方自治体のルールにしたがって処理
してください。

スマートフォンで
各種設定方法が

  わかる➡

ホームページでも初期設定や、各種端末の詳しい手順を確認できます。
QRコードからアクセスしてください。[1017]

■本体部

■ソーラーパネル

■本体部
Ｌ字金具使用時
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お 買 上 年 月 日 ご住所・ご店名ご
販
売
店年　 月 　日 電話（　　　　）　　　  　‐

保　証　書

保証期間
1年間

(2209-26-01)

製品の保証書または購入日が確認できる購入証明書（レシート、納品書など）
に記載されている購入日より1年間、本製品を本規定に従い無償修理をするこ
とを保証いたします。※消耗品は除く

保証期間中、取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注意書きに従った正常な使用状態で故障した場
合には、お買い求めの販売店にお持ちいただくか、弊社修理センターに送付してください。
弊社修理センターへご送付いただく場合の送料はお客様のご負担となります。また、ご送付いた
だく際、適切な梱包の上、紛失防止のため受渡の確認できる手段（宅配や簡易書留など）をご利
用ください。尚、弊社は運送中の製品の破損、紛失については一切の責任を負いかねます。
次のような場合には保証期間中でも有償修理となります。

①ご使用上の誤り、及び不当な修理や改造による故障および損傷。
②お買い上げ後の取り付け場所の移設、輸送、落下などによる故障および損傷。
③火災、地震、噴火、洪水、津波などの水害、落雷、その他の天変地異、戦争、暴動による破

壊行為、公害、塩害、ガス害または、ねずみや昆虫、鳥などの動物の行為による損傷、指定
以外の使用電源（電圧、周波数）や異常電圧による故障および損傷。

④塗装の色あせなどの経年劣化や、使用に伴う摩擦などにより生じる外観上の現象。
⑤用途以外（例えば車両、船舶への搭載など）に使用された場合の故障及び損傷。
⑥製品の保証書または購入日が確認できる購入証明書（レシート、納品書など）を提示、添付さ

れていない場合。
⑦保証書にお買上げ年月日、お買い求めの販売店の記入がない場合、または字句を書き換えられ

た場合。
⑧譲渡品、転売品または中古品として本製品をご購入された場合。(リサイクルショップでの購

入、オークション購入での中古品を含む)
⑨その他、無償修理または交換が認められない事由が発見された場合。

・本製品の故障について、弊社に故意または重大な過失がある場合を除き、弊社の債務不履行
および不法行為等の損害賠償責任は、本製品購入代金を上限とさせていただきます。

・本製品の故障に起因する派生的、付随的、間接的および精神的損害、逸失利益、ならびにデー
タ損害の補償等につきましては、弊社は一切責任を負いかねます。

・保証書の再発行は行いません。
・修理で交換された故障製品および故障部品の所有権は、弊社へ帰属とさせていただきます。
・製品修理にかかる付帯費用（運賃、設置工事費、人件費）については、弊社は一切の費用負担を行

いません。
・有償、無償にかかわらず修理により交換された旧部品または旧製品等は返却いたしかねます。
・同機種での交換ができない場合は、保証対象製品と同等またはそれ以上の性能を有する他の製

品と、交換させて頂く場合があります。
本保証規定に基づく保証は日本国内においてのみ有効です。（This warranty is valid only in Japan. ）

■保証期間

■無償修理

■適用の除外

■免責

■その他

■有効範囲

０５７０－０３３－０８３カスタマ－センタ－
土･日･祝日もご利用ください！

※全国一律料金でご利用いただけます。
※携帯電話･PHSからもご利用いただけます。
※ナビダイヤルは各社音声通話定額サービスの対象外
となっております。

■ 受付時間 9：30～17：00 （夏季・年末年始休暇は除く）
■ 一部のIP電話で上記番号がご利用になれない場合：050-3818-9016
ホームページアドレスhttps://www.dxantenna.co.jp/

(1908)

保証書


